
力
作
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中

あ
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…

あ
て
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…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
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匝
瑳
市
秘
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課
広
報
広
聴
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匝瑳

探訪
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師
走
に
入
り
神
社
仏
閣
で
は
、

年
の
最
後
の
縁
日
を
「
納
め
天

神
」「
終し

ま

い
薬
師
」
と
い
っ
て
普
段

以
上
の
御
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
る
所
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

　

病
気
を
治
し
て
く
れ
る
仏
の
薬

師
如
来
を
本
尊
に
ま
つ
り
「
薬
師

寺
」
と
呼
ば
れ
る
寺
院
は
全
国
各

地
に
あ
り
、
市
内
に
も
川
辺
（
栄

地
区
）に
あ
り
ま
す
。

　

吉
田
山
薬
師
寺
は
、
１
２
４
３

（
寛
元
元
）
年
に
後
堀
河
天
皇
の

第
２
皇
子
・
林り

ん

阿あ
の

宮み
や

が
創
建
し
た

と
す
る
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

長
い
参
道
を
進
み
仁
王
像
を
安

置
す
る
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
正
面

に
も
と
は
客
殿
で
あ
っ
た
本
堂
、

左
側
に
旧
本
堂
の
薬
師
堂
、
右
側

に
鐘し

ょ
う

楼ろ
う

な
ど
が
建
ち
並
び
、
由
緒

に
ふ
さ
わ
し
い
た
た
ず
ま
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
で
供

出
さ
れ
た
１
６
７
５

（
延
宝
３
）
年
に
造

ら
れ
た
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

（
釣
り

鐘
）
を
は
じ
め
、
諸

堂
は
江
戸
時
代
の
中

ご
ろ
に
建
て
ら
れ
、

大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う

や
法
華
経

な
ど
の
経
文
類
も
地

域
の
有
力
檀
家
か
ら

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
参
道
や
境
内
に

石
像
物
が
ま
つ
ら
れ
、

村
人
ら
が
こ
の
寺
に

厚
い
信
仰
を
寄
せ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ

ま
す
。

　

薬
師
寺
に
は
、
１
９
７
９
（
昭

和
54
）
年
に
当
時
の
野
栄
町
が
文

化
財
指
定
し
た
仏
画
が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
釈し

ゃ

迦か

涅ね

槃は
ん

図ず

」
と
「
両り

ょ
う

界か
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

図ず

」
を
拝

見
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
野
栄
町
史
』
に
よ
る
と
、
釈

迦
涅
槃
図
は
縦
約
２
０
６
㎝
、
横

約
１
４
７
㎝
、
絹
絵
に
彩
色
が
施

さ
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
作
と
推

定
さ
れ
、
後
期
に
修
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
涅
槃
図
は
仏
教
の
開
祖
釈

迦
が
入
滅
し
た
旧
暦
２
月
15
日
に

催
さ
れ
る
法ほ

う

会え

の
際
に
公
開
さ
れ
、

多
く
の
善
男
善
女
が
参
拝
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

両
界
曼
荼
羅
図
は
、「
金こ

ん

剛ご
う

界か
い

」

と
「
胎た

い

蔵ぞ
う

界か
い

」
の
二
つ
の
曼
荼
羅

で
一
組
に
な
り
ま
す
。
と
も
に
縦

約
１
８
０
㎝
、
横
約
１
１
３
㎝
で

涅
槃
図
同
様
、
絹
絵
に
彩
色
が
施

さ
れ
、
室
町
時
代
初
期
の
作
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
点

の
薬
師
寺
の
寺
宝
は
、
文
化
財
指

定
当
時
か
ら
損
傷
が
見
ら
れ
、
寺

側
で
は
修
理
の
必
要
性
を
考
え
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

今
年
の
除
夜
の
鐘
は
、「
仏
画

復
興
」
の
願
い
も
込
め
て
突
か
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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薬
師
寺
の
宝

川
辺
を
歩
く

草
紅
葉
孫
の
家
来
と
し
て
歩
む 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

一
湾
に
船
つ
ら
な
り
て
冬
う
ら
ら 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

足
早
に
闇
の
囲
み
し
秋
の
暮 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

採
り
も
せ
ず
と
ら
れ
も
せ
ず
に
柿
た
わ
わ 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

声
高
に
挨
拶
す
る
子
秋
の
空 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

秋
光
や
寺
の
柱
の
罅
深
く 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

凩
や
洗
濯
竿
を
括
り
つ
け 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

吾
が
部
屋
に
蟷
螂
居
た
り
そ
ぞ
ろ
寒 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

バ
リ
バ
リ
の
植
木
職
人
八
十
路
の
秋 

今　

泉　
　
　

須
貝　

玉
枝

北
風
の
削
る
波
頭
の
し
ぶ
き
飛
ぶ 

新　

堀　
　
　

沖　
　

舟
二

木
枯
し
が
冬
到
来
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

木
枯
し
も
一
緒
季
節
は
師
走
入
り 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

木
枯
し
へ
マ
フ
ラ
ー
手
袋
ブ
ー
ツ
履
き 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

木
枯
し
に
震
え
慌
て
て
出
す
炬
燵 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

木
枯
し
へ
日
課
の
散
歩
さ
ぼ
る
ポ
チ 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

木
枯
し
へ
独
り
暖
と
る
夜
は
寂
し 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

木
枯
し
の
夜
は
一
家
で
お
で
ん
鍋 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

幸
不
幸
悩
む
不
幸
に
気
付
く
幸 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

膝
に
猫
秋
が
来
た
よ
と
知
ら
せ
く
れ 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

薬師寺の寺宝である仏画。損傷が見られるため寺側では
修理の必要性を考えている
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